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はじめに

チャットやメールを使い、テキストで文章を書くこ

とが当たり前の時代になりました。

それに伴って会話だけでなく、テキストでも方言を

利用したい場面があります。しかし、一般的なキーボ

ードアプリでは方言が正しく変換されず、予測変換に

出ることもありません。

あなたのキーボードに入力を方言へ変換する補助機

能があれば、もっと気楽に方言を使用するようになる

のではないでしょうか。

方言の重要性

方言は長年その地で生活してきた人々により培われ

た価値観や地域環境を表現するユニークな言語です。

現在日本中で方言が使われていますが、世代を追う

ごとに少しずつ使う方言が薄れてきています。

方言の使用を活性化するために、テキストチャット

などでも方言を簡単に入力できるキーボード補助アプ

リを提案します。

機能と使い方

図 常時フローティング

のイメージ

↓ポップアップをタップ

図 誤変換防止モード

の使用例

↓ポップアップをタップ

図 共通語→方言モード

の使用例

図 地域設定画面

図 方言の詳細表示

誤変換防止モード

入力された方言を検知し、ポップアップで方言とし

ての正しい変換を提案する機能です。なまっ は

キーボード補助アプリなので、使い慣れた配列や愛着

ある背景設定はそのままに、共通語と方言の両方をス

トレスなく使い続けられるよう設計しています。（図 ）

共通語→方言モード

共通語を入力したときに、方言での言い換えを提案

する機能です。（図 ）

方言の地域選択

提案する方言の地域を複数設定することも可能です。

方言バイリンガルの方、自分の興味や出張先などでそ

の他の地域の方言を学びたい 知りたい 方にも便利で

す。（図 ）

データベースについて

現時点では、富山弁を中心に書籍を用いてデータベー

スを作っています。今後は、日本全国に対応した新し

く、より多いデータベース作成のために、クラウドソ

ーシングを活用した情報収集を予定しています。
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1. はじめに 

 「SPORTSDAY」は、球技大会の運営をスムーズにする

ための Web アプリケーションです。従来、結果集計や

試合の進行状況を把握するためにアナログな方法に頼

っていたため、集計に時間がかかり、リアルタイムで

の情報共有が困難でした。このアプリは、リアルタイ

ムで結果登録や試合の進行状況の把握ができます。 

2. システム概要 

「SPORTSDAY」は、球技大会に参加するユーザと運営

者を対象とし、運営をスムーズにしユーザが簡単に情

報を得られることを目的とします。 

 

図 1 システム構成概略図 

3. 機能 

3.1 ユーザアプリ 

 参加している競技や試合予定などのユーザに関連の

ある情報を簡単に得ることができます。従来は、PDF 形

式の試合予定表から自分が参加する試合を探していま

したが、簡単に見つけることができませんでした。 

 

図 2 ユーザアプリ「SPORTSDAY Panel」 

3.2 管理アプリ 

リーグ、トーナメントの試合作成を行うことができ、

試合結果の入力を行うと、リーグやトーナメントの結

果を自動で算出することができます。また、天候に応

じて競技の開催方法が異なる場合でも、柔軟に表示す

る情報を切り替えることができます。 

 

図 3 管理アプリ「SPORTSDAY Admin」 

3.3 チーム申請アプリ 

チーム申請アプリでは、チームメンバの登録を簡単に

行えます。代表者がチームメンバの登録を行った後に、 

各ユーザ自身が所属するチームを確認することで、入

力ミスを最小限に防ぎます。 

 

図 4 チーム申請アプリ「SPORTSDAY Form」 

4 まとめ 

 「SPORTSDAY」はこれらの機能により、球技大会で抱

えていた課題を解決し、運営をスムーズに行うことが

できます。 

2023 年度からの運用を通じて、学生や運営からのフ

ィードバックを反映しながら改良を重ねており、情報

の取得のしやすさや入力ミスの削減を図ることで、よ

り効率的で快適な大会運営を実現しています。 
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